
（別紙４）

はぐみ
公表日 令和7年3月7日

利用児童数 　　　　　　　　22名 回収数 　　　　　17名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

16名 1名

静かな部屋もあるので音が気になったら

そっちに移動できるので安心していま

す。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

12名 3名 1名 1名

人手不足だと思います。今年度の途中で

職員が増員されたと思うが名前がわから

ない。こどもに聞いてもわからない、お

便りを出すか名札をつけて欲しい。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

12名 2名 1名 2名

元保育所なのでそれなりだと思います。

広くて過ごしやすい環境になっている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

13名 2名 2名

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 

14名 1名 1名 1名

こどもの話をしっかり聞いてくださって

いる。そしてこどもの様子もしっかり見

て下さっている。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。

16名 1名

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

16名 1名

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

14名 1名 1名 1名

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

15名 1名 1名

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。

15名 1名 1名

色々取り組みを考えて新しいことをして

くれている。こどもが楽しく参加できる

よう工夫されていると思います。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
9名 3名 1名 4名

南部小・中のこどもとの交流がもっとで

きるといいですね。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。

14名 3名

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。

13名 1名 2名 1名

保

護

者

へ

の

説

明

等

アンケート結果をふまえ、利用をする際

の運営規程、支援プログラム、利用者負

担等の説明を丁寧な説明になるよう努め

ます。

アンケートの結果もふまえ、支援プログ

ラム予定表やお便りなどの文章による支

援内容の説明にとどまらず、面談の機会

に「放課後等デイサービス計画」を示し

ながらの支援内容の丁寧な説明が全ての

契約者になされるように努めます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

こどもの活動スペースが十分かどうかは

現在の利用状況もふまえ常に検証してい

きます。

人手不足だというご意見もあり、年度途

中で職員を増員しました。名前がわから

ないというご意見に対してはいつもの会

報の中に写真と名前の入った紹介文を掲

載しました。

今後もこどもにわかりやすい構造化され

た生活空間、設備等の障害特性に応じた

バリアフリー化や情報伝達等の配慮を続

けていきます。

生活空間が清潔で心地よく過ごせる環境

になっているかの検証を継続します。ま

たこども達の活動に合わせた空間になる

ような工夫も続けます。

利用されるこどもさんおひとりおひとり

の特性をふまえた総合的な支援、専門的

な支援が提供できるように研修を受講し

たり研鑽に努めます。公表する予定の支援プログラムや月間の

支援プログラム予定表と実際の提供内容

に違いがないように支援プログラムの振

り返り会議によりチェックしていきま

す。

今後もこどものことを十分理解するため

に標準化されたアセスメントツールを使

用し、こどもと保護者のニーズや課題を

客観的に分析をした上で、放課後等デイ

サービス計画の作成を継続していきま

す。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

放課後等デイサービス計画の作成におい

ては、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべ

き支援」の5領域を網羅した「本人支

援」、「家族支援」、「移行支援」で示

す内容からこどもの支援に必要な項目が

適切に設定された上で支援内容を設定し

ます。

アンケートの結果もふまえ放課後等デイ

サービス計画に沿った支援が実際に実施

できるように振り返り、改善に取り組み

ます。

こどもたちや保護者へのモニタリングを

行いながら、新しい取り組みも取り入れ

固定化されないように創意工夫に取り組

みます。

継続課題で実施困難なこともあり目標に

あげて取り組めていません。学童クラブ

や児童館との交流にむけて努力します。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

13名 1名 1名 ２名

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。

14名 2名 1名

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

12名 3名 2名

よくしてくれていると思う。医療福祉セ

ンターへの受診にも同行してくれてい

る。一緒に考えて助言をくれている。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

14名 1名 1名 1名

必要に応じていつも面談の機会を持って

くれ悩みを共有してくれている。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

11名 2名 2名 2名

保護者と子ども参加で合同のバーべキュ

ウ等の行事を開いてくれるので、他の保

護者の方と交流する機会がある。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

14名 1名 1名 1名

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。

15名 1名 1名

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

17名

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

15名 1名 1名

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。
14名 2名 1名

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
14名 1名 2名

避難・救出の訓練が定期的になされてい

る。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

14名 2名 1名

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

14名 2名 1名

普段から小さな事を含め、速やかな連絡

をもらっているので、もし事故・怪我等

があっても連絡をくれると思っていま

す。

今後も個人情報の取り扱いには細心の注

意をはらい慎重に行った上で、全職員が

法令遵守をきちんと実践する運営に努め

たい。

今後の事業運営においても各種マニュア

ルを随時改定しながら策定し、保護者に

周知・説明していきます。また、発生を

想定した訓練を実施していきます。

今後も事業所運営いおいては非常災害の

発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を実施していきます。

非

常

時

等

の

対

応

これまでに大きな事故の発生はございま

せんが、小さな怪我や「ヒヤリハット」

についても発生した際に、保護者への速

やかにな連絡や状況等説明に心がけてき

ましたが、今後も継続していきます。

事業所運営においてはこどもの安全を確

保するための計画について保護者に周知

し、安全の確保が十分に行われた上で支

援を実施していきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

事業所として、毎月1回発行の事業所便

りよりペアレント・トレーニング、アド

バイス等を発信してきましたが、十分で

あるとは考えておらず、今後は家族等も

参加できる研修会や情報提供の機会を持

てるように努めます。

これまでは電話や連絡帳・面談によりこ

どもの状況を保護者と伝え合い、こども

の健康や発達状況について共通理解でき

るように努力してきましたが十分とは言

えず、時間や場所や実施方法を工夫しな

がらこどもの健康や発達状況の伝え合い

の面談機会を増やしていきたい。

アンケートのご意見をふまえた対応とし

て、定期的にまたタイミングを逃さない

ように面談や子育てに関する助言等の支

援に取り組みたい。

事業所の職員から共感的に支援をされて

いると感じて頂けるよう、普段の連絡帳

書きぶりや送迎・お迎え時の対応、面談

の際の対応者の姿勢が安心できるものと

なるように努めていきたい。

年度内に最低1回は保護者会・保護者交

流会を開催している、十分ではないが保

護者同士の交流の機会はある。ただし、

きょうだい向けのイベントの開催やきょ

うだい同士の交流の機会となると全く実

施されていない。アンケートのご意見も

ふまえ、どのような方法や内容がいいか

も含め相談しながら次年度の実施課題と

していきたい。

今後も保護者には日頃から気になること

を電話連絡や連絡帳によりお伝えした

り、こどもには丁寧に意思の確認や情報

伝達を視覚的な支援により実施すること

を丁寧に継続していきたい。

事業所開所以来、月1回のペースで定期

的に会報を発行し、活動概要や行事予定

やペアレントトレーニングや子育て支援

の情報を提供していきている。連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果

はホームページや事業所の掲示板でこど

もや保護者に対して発信してきました。

会報の発行もマンネリ化せず継続し、自

己評価の結果の発信もホームページ・掲

示板を使用し丁寧におこないたい。

今後の事業所運営について、こどもや家

庭からの相談や申し入れについて体制の

整備を行い、こどもや保護者に対して相

談や申し入れの場があることについて、

運営規程や重要事項説明書により周知・

説明を行い、相談や申し入れを受けた場

合は迅速かつ適切に対応していきたい。



27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

16名 1名

こどもが安心して過ごせる場所になって

いると思います。いつもにこにこ笑顔で

通所しています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

16名 1名

いつも事業所に行きたいと楽しみにして

います。

29 事業所の支援に満足していますか。

15名 1名 1名

職員さんやがよくしてくれて安心してこ

どもを通所させています。

満

足

度

全利用児のみなさん、その保護者のみな

さんが支援に満足してもらえるように努

力を続けたい。

通所してくれるこどもさんがいつもにこ

にこ笑顔のあふれる、安心感をもって続

けて通所できる事業所になれるよう努力

を続けます。

通所してきてくれているすべての「こど

も」さんが通所を楽しみしてくれる事業

所になるような事業所運営に努力しま

す。


